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【森林の特徴と見所・歴史文化】 

自然教育園の歴史は、室町時代までさかのぼる。

すなわち、室町時代(1336～1573)には白金長者と

呼ばれる豪族が館を構えていたといわれ、その館

を外敵の襲撃から守るためにつくったという盛り

土の「土塁」が残されている。 

江戸時代(1603～1868)には水戸徳川藩主・徳川

光圀の兄である高松藩主・松平讃岐守頼重の下屋

敷であった。その時代の回遊式庭園に有ったとみ

られる瓢箪形の池や、樹高 25ｍの「物語の松」・「大

蛇の松」（いずれもクロマツ）が残されている。 

明治時代（1868～1911）には陸・海軍省が管理し

た火薬庫等の軍事施設が置かれていた。大正時代

以降（1912～1925）は白金御料地として宮内省が

管理し一般の立ち入りが禁止されていた。昭和 24

年(1949)に、20ha に及ぶ全域が国の「天然記念物

及び史跡」に指定されるとともに、国立科学博物

館附属自然教育園として整備され、一般に公開さ

れるようになった。 

自然教育園の樹木は、スダジイ、シラカシ、アカ

ガシ、クロマツなどの常緑高木や、コナラ、ケヤ

キ、ムクノキ、イヌシデ、ミズキなどの落葉高木に

覆われているほか、池や小川、湿地、草原などが残

されており、多くの植物、昆虫、野鳥が生息してい

る。 

路傍植物園として、道端に生育している植物が

観察できる。日なたや日かげに生える野草類が主

なものである。フクジュソウ、タチツボスミレ、ニ

リンソウ、バイモ、カントウタンポポ、シャガ、ヤ

マブキソウ、イカリソウ、エビネ、ヒトリシズカ、

タイアザミ、ホトトギス、シロヨメナ、ユウガギク 

等が見られる。また、武蔵野の雑木林に生育して

いる野草類のなかで、カタクリ、ユキワリイチゲ、

サクラソウ、シュンラン、ユリ、ヤマハギ、リンド

ウ、アマナ、シモバシラ、ユウガギクなどノギクと

呼ばれるなかまも見られる。 

武蔵野植物園では、都心の中に残された武蔵野

の雑木林に生育している野草類、ユキワリイチゲ、

アマナ、カタクリ、シュンラン、サクラソウ、ヤマ

ユリ、ヤマハギ、リンドウ、シモバシラ、ノコンギ

クなどキクのなかま等が見られる。 

水生植物園では、池および湿地に生育する植物

のハンノキ、カキツバタ、ノハナショウブ、ショウ

ブ、コウホネ、ノカンゾウ、コバギボウシ、ミソハ

ギ、ヒメガマ、ヨシなどが見られる。また、メダカ、

モツゴ、ヨシノボリなどの魚も生息し、カルガモ

アオサギ、カワセミなどの野鳥も見られる。 

㊲ 国立科学博物館附属自然教育園  大都会に息づく武蔵野の森 

【概要】 武蔵野の自然をほぼ完全に残し、都心とは思えないほど豊かな雑木林が広がり、多くの

動植物が自然のまま生息し、都会の中のオアシスともいえる貴重な森林・緑地である。 
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【コース紹介】 

JR山手線・東急目黒線目黒駅東口より徒歩 9分、

東京メトロ南北線/都営三田線白金台 1番出口より

徒歩 7 分の位置にある。自然教育園（施設）の入

口でチケットを購入して中に入ると、右側は教育

管理棟で自然教育園の自然が理解できる展示物と

解説が陳列されている。 

教育管理棟①から外に出るとケヤキ、ヒメグル

ミ、ヤマボウシ、シラカシ、ムクロジ、アカマツ、

クロマツ等の高木、そして樹齢数百年と思われる

スダジイが鬱蒼とし深山を思わせている。歩道沿

いは路傍植物園として整備され四季おりおりの草

花が観察できる。先へ進むと歩道は左右に別れ、

②左に進むと樹齢数百年のアカガシ、ムクノキが

見られ、館跡周辺にはイイギリの高木が目立つ。

続いてコナラの林を経て③水鳥の沼近くにはミズ

キの高木がある。このあたりからは昔の回遊式庭

園の跡と思われる地形となり、水生植物園を右に

して進むと樹齢 300年と記されたクロマツ（大蛇

の松）が見られる。さらに進み、武蔵野植物園④で

は、四季おりおりの草本等の植物が観察できる。

周辺にはアワブキ、サワシバ、カマツカ、ツノハシ

バミ、ウラジロガシ、アブラチャン等が見られ、西

日本に分布するシロモジも見られる。アカシデ、

イヌシデ等の雑木林が歩道沿いに見られ、森の小

道⑤を進むとシュロの群生地があり地球温暖化の

指標資料として管理されている。これより、⑥回

遊式庭園の池の跡であった水生植物園に入ると四

季おおりおりの水生植物や水鳥が観察できる。池

の周辺⑦にはミツデカエデ、ツクバネガシが見ら

れ、また、ヤマザクラ、オオシマザクラ、ソメイヨ

シノ等の高木があり、ひょうたん池⑧近くには樹

齢数百年のクロマツ（物語の松）がある。これより

入口に引き返すコースとなる。 

コースで見られる主な植物 

【木本類】 

 クロマツ、アカマツ、サワラ、スダジイ、

シラカシ、アカガシ、アラカシ、ツクバナ

ガシ、ウラジロガシ、タブノキ、シロダモ、

ヤブツバキ、ヤブニッケイ、ケヤキ、ムク

ノキ、イロハモミジ、ヤマボウシ、コブシ、

ムクロジ、ハクウンボク、ヒメグルミ、イ

ヌザクラ、ウワミズザクラ、キハダ、イイ

ギリ、コナラ、ミズキ、イヌシデ、アカシ

デ、ハリギリ、ヤマザクラ、オオシマザク

ラ、ソメイヨシノ、イヌビワ等 

【草本類、シダ類】 

タチツボスミレ、ニリンソウ、カタクリ、

カントウタンポポ、シュンラン、シャガ、

ヤマブキソウ、イカリソウ、ヒトリシズカ、

アマナ、ヤマユリ、リンドウ、タイアザミ、

ホトトギス、シロヨメナ、ユウガギク、シ

モバシラ、ベニシダ、イヌワラビ等 

歴史ある物語のマツ  

自然教育園入口 

水生植物園  


